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発表演題名 1 種類の GC カラムを用いた高分解能 GC/MS によるダイオキシン類とヘ

キサクロロベンゼンの迅速分析 

発表学会名 第 19 回環境化学討論会 

発表者名 小川 綾子 （環境部） 

開催場所 中部大学 

発表日時 平成２２年６月２１日（月） 

発表内容 残留性の高い非意図的生成物（DXNsと HCB）による水環境への汚染実
態や相関関係などを解明するため、DXNs の分析法をベースに HCB との
同時分析法を開発した。本手法に基づき、県内の河川水 21 試料で 1 種類
のGCカラムによるDXNsとHCBの迅速分析を比較評価した結果、DXNs
濃度（Total-TEQ）は RH-12msと BPX-DXNの単一で公定法の 2倍を下
回り（概ね 1.0～1.3 倍）、BPX-DXN の方がやや優位性はあったが、いず
れも有効な簡易手法と考えられた。 
さらに、大気と染料試料についてもDXNsとHCB の同時分析を検討し、
特に染料で従前法の欠点を改善できる最適な簡易手法を確立した。 
 
 
 

 


